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日頃より、組合活動にご理解とご協力をいただきありがとうございます。

第４３回全国酸素部会総会は、2025年9月14日(日)に9年ぶりの川崎

開催(カルッツかわさき)となり、OBを含めた31名が集まる中で開催され

ました。

相澤部会長の挨拶にはじまり、25年度一般会計報告・26年度取組み

提案と続き、各連絡会からの職場問題の報告があり熱心に協議されま

した。新しい取り組みとして(医療・工業ガス)トラックアンケートはＱＲコー

ドの配布、知り合いへのUＲLの転送など、一筆でも多くの集約に向けてのご協力をお願いしました。ＱＲコードを読み取っ

ていただくと、容易に携帯電話からもアンケートに回答できるようになっております。

“総会スローガン”は力強く宣言され、実現する為に酸素部会で一丸となり取り組むことを確認しました。コツコツと粘り

強く交渉を重ねることが大切です。総会の締めくくりとして“団結ガンバロー”で閉会を迎えました。

最後に私事ですが、この総会をもって副部会長を退任します。勉強になり、よい経験となりました。来年の総会が九州・

関西・関東どこで開催されても、これまで通り参加しますのでご指導のほどよろしくお願いします。2日間お疲れ様でした。

九州液送分会 井上厚

2025年9月14日(日)13時より、神奈川県

川崎市カルッツかわさきにおいて全国酸

素部会主催「高圧ガスの輸送保安講習

会」が全国酸素部会と建交労の仲間38

名参加し開催されました。

講習会では経済産業省本省産業保安・

安全グループ高圧ガス保安室室長補佐

の山田哲也様から「高圧ガスの保安(移

動を中心)について」として高圧ガス保安

法の目的・2024年の高圧ガス事故の発生

状況・移動(輸送)に関する事故についてのお話がありました。続いて日本産業・医療ガス協会常務執行役員の前田和

也様から「高圧ガス取扱/譲渡提供等における化学物質管理者の専門講習」として法改正の背景・関係法令・化学物

質/高圧ガスのリスクアセスメントとして支燃性ガス・不活性ガスのローリー配送中に

おける事故事例についてのお話がありました。最後に全国トラック部会事務局長の

鈴木正明様から「トラック適正化法」として2018年成立の働き方改革関連法を始まり

に貨物自動車運送事業法改正・改善基準告示成立・改正物流法・トラック適正化

法改正までの取組みについてのお話がありました。

コロナ渦で開催出来ない時期もありましたが、2006年から開催してきた高圧ガスの

輸送保安講習会を今後も継続開催し、全国酸素部会定期総会スローガンである安

全・安心な酸素関連の運輸産業を目指し行政及び各団体の力を借り今後も取り組

んでいきたいと思います。

全国酸素部会部会長 相澤稔全国トラック部会 鈴木正明氏

経産省高圧ガス保安室 山田哲也氏 日本産業・医療ガス協会 前田和也氏
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2025年9月13日（土）テーエス、イワサワ、マルエス、エアケミより10名が出

席し、第18回連絡会総会がカルッツかわさきで行われました。

総会では、工業ガス業界の市場動向、現在のトラック労働者の環境などに

ついて学習し、ＡＬＪにおける各地域および各輸送会社の現状報告をおこな

い2026年度の具体的な運動方針を確立しました。

私たち連絡会はこれまで通り一貫して「安全・安心」な労働環境の構築を目

指し運動を継続しますが、荷主の変化には敏感に対応していかなければなり

ません。そのためには連絡会会員同士の情報交換をおこない、荷主である

日本エア・リキードとの懇談会再開へ向けての取組みが重要な課題となりま

す。

ALJ連絡会は、労働組合の枠を超えたALJ関連で働く全ての労働者の処遇改善を目的としてこの間とりくみをすすめ

てきました、そのためには会員の拡大は急務の課題です。同関連で働く全ての労働者を視野にいれたとりくみをすすめ

ていくことが求められており、会員拡大につながるように頑張っていきます。

テーエス支部尼崎分会 木田英樹

2025年9月13日（土）カルッツかわさきで行われた大陽日酸連絡会へ参加し

てきました。そこで話し合われた一部を抜粋して報告したいと思います。

まずはポジティブな報告からしたいと思います。「想定よりベアがあった」「社

長の後見人がみつかった」「私達の会社も含め株式が譲渡されたが大きな変

化が無かった」等ありました。

ネガティブな報告としては、人材不足の問題でした。とにかく若手が入社して

くれない。しても続かない。やはり原因は長時間労働、低賃金であると実感しま

した。人手が足りないのでどうしても労働時間が長くなるという悪循環を招いている気がします。

そんな環境を少しでも良くしたいと思う気持ちはみなさん一緒です。そして話題は空調服の話になりました。猛暑の中

どうにか空調服をと懇願していますが、どこの職場もどこのメーカーも首を縦に振らないと言っています。一部P車作業

時のみ認められたと聞いていますが、今後どうにか全作業時導入できるように働きかけたいと思います。若い人が安心

して働けて安定したお給料をもらえるように、今私達ができる事を全力でしないと悪循環から抜け出せ無いと思いました。

私達は株主の利益追求のための道具では無い！それを荷主、メーカーにも解ってもらえるように、今後も粘り強く交渉

していきたいと思います。

大陽液送分会 穀谷澄男

9月13日(土)神奈川県川崎市のカルッツかわさきにて、全国酸素部会幹事

会と各メーカー別連絡会が行われました。連絡会終了後に川崎駅近くの中

華料理店で30名ほど集まり全体交

流会となりました。

美味しい料理とお酒をいただきな

がら、職場の話や他愛もない話で盛

り上がり楽しい時間を過ごしました。

あっという間に2時間たってしまい

相澤部会長の一本締めで中締めと

なりました。それからは二次会に行く人と帰る人で別々になりました。

大陽液送分会 山之上晃平


